










要約 

兵庫県下産科医療機関 9施設を受診した妊婦 3,537人を対象として Type and Screen を実

施した。調査期間は昭和 63年 3 月 1 日より昭和 63年 12 月 25日である。検査手順は妊娠

30 週に母の血液型(ABORh(D))と間接クームスの検査を施行し,間接クームス陽性の場合は

不規則抗体の検査と出生時臍帯血の直接クームス試験を実施した。この結果母間接クーム

ス陽性は 81例(2,29%)にのぼり,そのうち臍帯血の直接クームス陽性者は 15 例であった。

この 15 例中 10 例が出生後交換輸血か光線療法の治療を受けた。妊娠中母親の不規則抗体

を検査することにより児に生ずる血液型不適合溶血疾患を出生前より予知することができ,

更に出生後の早期対策が可能となった。妊婦のType and Screen 検査は核黄疸予防の面か

ら考えて是非遂行すべき検査と考える。 


